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□東日本大震災で被災されました皆様に謹んでお見舞い申し上げます。

（編） 

■10月は、いろんなところの野生きのこの観察会に参加することが多いの

ですが、昨年行ったところで、印象ぶかかったのは、山形県の基督教独立

学園という全寮制の高校の、50年以上続くという「茸狩（たけがり）」とい

う行事。80名ほどの全校生徒が鍋をもって山に行き、そこで採れた野生き

のこを、いきなり鍋にいれて食べるという行事。しかし今年は、福島の事

故で野生きのこからは20ベクレルという数値が計測され、今年は採れたき

のこは食べないということになりました。学校の理念は内村鑑三による「読

むべきものは聖書」「学ぶべきものは天然」「為すべき事は労働」。茸狩はそ

の理念に沿った行事なのです。茸狩のあと、学園生からのお礼ですという

ことで（私は先生役）、１年から３年生まで、秋の快晴の空のもと、鳥の声

がひびくなかで、それぞれコーラスのプレゼントがありました。学内では

家畜が飼われ、畑をたがやし、食堂では学生が分担して料理する。夕食の

あと礼拝があり、そのあと食堂ではコーラスの練習をする生徒も。こんな

教育もあるのだなと感慨深いきのこ狩りでした（光）。 

■地震列島日本、何時何処で起きてもおかしくない大地震。しかし恐れて

いたことが現実に。忍び寄る見えない影の恐怖。普通にいられることのあ

りがたさが身に沁みたこの１年。（公） 
■やっと終わった。実感です。でも、ちょうど一年前に発生した地震の余

波には終りが見えません。（KY） 

■今回、菌類なみの微小なお手伝いをさせていただきました。（ち） 

 

 

 

 

 

 

 

□本誌に加え、ホームページへのご意見ご感想などもありましたらお聞かせ下さい。

またご要望も受付けております。なおホームページのアドレスは下記のとおりです。

（事務局） 


